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人 工種 苗 放 流 マ ダ イに 見 られ る なわ ば り行 動
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Territorial Behaviour of Released Juvenile Red Sea Bream

Kosaku Yamaoka,*1 Motohiro Takagi,*1 Tetsuo Yamada,*1

and Nobuhiko Taniguchi*1

We observed the behaviours of released juvenile red sea bream Pagrus major, stocked in 
a small fishing port. Three types of individuals showing distinct behaviours were distinguished: 
1) territorial individuals, 2) territorylike individuals, 3) individuals keeping no restricted cruising 
area. A portunid crab Thalamita sima and/or gobiid fishes were observed to dig the sandy 
substratum to make their shelters at the center of the defended area of the territorial individuals. 
This behaviour might make deep burrowing benthos to which P. major cannot generally gain 
access readily available to the territorial ones. The territorial individuals tended to defend 
smaller area, attack more frequently and show smaller number of feeding bout than the 
territorylike ones. Concerning the territorylike individuals, as the density became lower, the 
defended area of each individual became larger, but the number of both attacks and feedings 
smaller.

各地でマダイPagrus majorの 種苗放流に関する調査

が行われ,成 長,移 動,放 流効果等についての報告がな

されている。1),*2しかし,人工放流マダイの放流後の行動

に関する研究は ほ とん ど見られない。わずかに,三 村

他2)が廃止塩 田に於ける放流後の行動を調べているにす

ぎない。本研究では自然環境に近いと思われ る漁港内に

マダイを放流し,そ れ らを追跡調査する過程で観察 され

たなわば り行動について報告する。

Fig. 1. Map showing releasing points in Yaiga
 fishing port. Circle: first release point; Star:
 second release point; Triangles: third release 

points. Dotted area shows the study site
 (400m2).

調査 場所 お よび方法

高知県高 岡郡 中土佐 町矢井 賀 漁港内 の水 深約3.5mの

砂 底域に一 辺20mの 正方形 の枠を設 置 し,そ の中を更

に2m毎 に区切 り計100個 の コ ドラー トを調査 域 とし,

建 材用 ブ ロッ ク等を適 当 に配 置 した。放 流 は3回 に分 け

て7月14日(約6万尾,平 均全長62.9mm), 7月20

日(約1万 尾, 63.3mm), 9月21日(約3千 尾, 91.3

mm)に 漁港 内のFig. 1で 示 した各 地点 で行 われた 。尚,

放流 個体 は高知県 栽培 漁業 セ ンタ ーで種苗 生産 され,網

生簀 で飼育 され てい た ものを漁船 で約2時 間か けて輸送

した。放流 魚 の一 部 の個体 には 谷口 ・溝淵3)に 従 い,コ

ウイ カ等 の墨を 体 側皮 下に 注 射 し標識 と し た 。調査 は

1989年7月23日 か ら12月1日 まで行 い,個 体 数調査

お よび個体 別連続 追跡 観察 を中心 と したSCUBAを 用

いた 潜水観察 を 計90時 間 行 った 。観 察 に際 して調査 域

内(400m2)の 個体数 を 計数 して密度 を 算定 した。各個 体
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の連続追跡観察時間は通常10-20分 間であった。その間

に観察された攻撃地点 または摂食地点の内の最外側のも

の相互間を結ぶ最少多角形を防衛域 とし,そ れぞれの面

積を算出した。摂食回数 と攻撃回数は, 20分 間の頻度に

換算し分析した。

結 果お よび考察

個体数変 化　 第1次 放流後 コ ドラ ー ト内の放 流マ ダ イ

の個体数 は,放 流場所 であ る船 だ ま りか ら移動 して きた

個体 に よ り急激 に増加 し,放 流 後4日目(7月19日)に

は, 729個 体 とな った(Fig. 2)。

第2次 放 流直 後,コ ドラート 内 には4,605個 体が認 め

られた。 しか し,放 流後4日 目(7月24日)に は, 426

個体 に減少 した 。7月24日-29日 の間,高 知沖 を通過

した 台風11号 の影 響を強 く受 けた 。台風通 過後 の個体

数 は12個 体 とな り,そ の後3-18個 体 の間 で増減 した 。

台風 に よる波 浪 が,放 流 マ ダイの港外 逸散 を促 進 した も

の と考 え られ る。

第3次 放流 は船 だ ま り,水 路 お よび コ ドラ ー ト付 近 で

行 った 。放流 直後約100個 体を数 えた が,翌9月22日

か ら23日 にかけ て個体数 は減少 す る傾 向を示 し, 24日

に再び増加,そ の後再度急激に減少 した。24日 に見られ

た増加は,第1次 放流の場合 と同 じく,奥 の船だま り等

に放流 された個体が観察場所付近に移動 してきたためだ

と考えられ る。9月24日 の個体数は256個 体 と最大値

を示 したが,そ の5日 後の29日 には12個 体 と約5%

に低下 し,そ の後は漸減した。放流直後の1週 間から10

日間の減少が顕著であった。

Fig. 2. Change of released fish number observed in the study site (400m2) .

行動観察　7月23日 の観察でマダイの行動に関 して

以下の3型 を認めた: 1)他 個体に 攻撃を加え一定の 範

囲を防衛し,摂 食地点がその防衛域内に位置する採食な

わば りを示すなわば り型(Fig. 3), 2)他 個体に攻撃を加

えてある範囲を防衛す るが,摂 食地点が攻撃地点の必ず

しも内側にないなわば り類似型(Fig, 4), 3)範 囲を限定

せずに泳 ぎ回る自由遊泳型。

なわば り型個体は攻撃時には全身が黄色味を帯び,体

側には数本の暗紅色の横縞が出現 し,背 鰭,腹 鰭,尻 鰭

を立て一方的且つ強力に追尾 し排除 した。追尾はなわば

り個体自身よりも大型の個体に対 しても行われた。他種

個体の防衛域内への進入は今回の観察では見 られず,従

って攻撃行動も観察 されなかった。

なわば り類似型個体 の攻撃行動は追尾を中心 としてお



Fig. 3. A typical territory of released P. major. Star marks show points of attack and dots
 show feeding points. Mounds were formed by T. sima inhabiting beneath the concrete

 block.

Fig. 4. A cruising area of a territorylike individuals. Triangle and square show the attacking 
sites against Gerres oyena and Microcanthus strigatus, respectively. Dotted area shows 

Sargassum zone. Other marks are same as those in Fig. 3.



り,な わば り型個体とほぼ同様であったが,追 尾の他に

威嚇 と口による闘争も観察 された。威嚇は攻撃時に見 ら

れる変化に加えて,頭 部を下げ気味にして緩やかに侵入

個体に近づ き正面誇示を し,直 接攻撃を加えずに排除す

る行動である。なわば り類似個体が隣接 して見られる場

合,口 による闘争が行われることが多かった。鬪争は互

いに威嚇 しなが ら約15cmま で向かい合って接近 し,静

止 し正面誇示を行 う。その後,猛 烈な勢いで前進 し口を

大きく開け口と口とを突 き合わせ瞬間的に回転する。そ

して互いに離れ再び同様な距離を保ち正面誇示を行い,

威嚇 しながら離れてい く。クロサギやカゴカキダイ等他

種個体に対 しても攻撃行動を示すことがあった。同様な

行動は水槽内でも観察されている。4)

なわば り類似型個体の中に,イ カ墨標識等の魚体の特

徴により,同 一個体である事が識別で きる個体が見られ

た。一般に,観 察 日の翌 日には,同 一場所で同一個体と

思われ るなわば り類似型個体を見ることは少なかった。

比較的長期間観察で きたもの としては, 8月14日-22

日の9日 間, 9月23-29日 の7日 間同一場所を防衛 して

いた個体が 見られた。

なわばり型個体 となわば リ類似型個体の生態比較　な

わば り型個体は第2次 放流後の高密度期に見 られた。フ

タバベニツケガニ Thalamita sima やハゼ類が底を掘 り

起こし営巣行動を行っている地点を中心 として,マ ダイ

はなわば りを形成した。摂食地点はこれらの営巣行動に

よってできた砂塚付近であった(Fig. 3)。

Table 1. Cruising area, feeding rates and attacking rates of territorial and territorylike individuals

Table 2. Correlations between density of individuals and cruising area, attacking rates and

 feeding rates in territorylike individuals from 23 July to 22 November

7月26日 以降台風11号 の通過 により調査域のマダ

イ個体数 も激減 した(Fig. 2)。同時にカニ類等の個体数

も激減 し た ため か,そ れ以降なわば り型個体は見られ

ず,全 てなわば り類似型個体 となった。

なわば り型個体 となわば り類似型個体の間で,防 衛域

面積,攻 撃回数,摂 食回数を比較した(Table 1)。両者間

にはこれ ら3項 目全てに有意差が認められ,な わば り型

個体はよ り狭い防衛域内で より頻繁 に攻撃するが,摂 食

回数は少ない傾向を示した。

なわば り型個体 が自己の摂食回数を抑制 してまで採食

なわば りを保持する事は,個 体 にとって無意味ではない

かとも考えられ る。今回の研究では摂食回数を基質に対

するつつき(biting)の 数 として把握 してお り,つ つき毎

に実際に餌生物を摂取 してい るか どうかを確認 していな

い。従 って,こ の疑問に答えるためには,今 後なわば り

型個体,な わば り類似型個体,自 由遊泳型個体の胃内容

物の質量両側面の比較 と同時に,環 境中での餌生物の分

類群別現存量を把握す る必要がある。

今回の観察の結果,そ の防衛域の中心にフタバベニツ

ケガニ等の生息が確認されたのはなわば り型個体のみで

あった。これはフタバベニツケガニ等が深潜行性ベン ト

スを掘 り起 こし,マ ダイにとって好適な餌条件を作 り出

すためだ と考え られる。従 って,放 流マダイとフタバベ

エツケガニやハゼ類 とは真正(obligate)で はない偶発的

な片利共生関係(facultative commensalism)5) にあるも

のと推測される。これ らの他にも,底 質を掘 り返す行動



を示す生物 とは同様な関係が成立する可能性が高 く,放

流マダイを中心 とした摂食生態面 に於ける種間関係を詳

細に調査する必要がある。

なわばり類似型個体の行動分析　なわば り類似型個体

の個体数密度変化に対す る防衛域面積,攻撃 回数,摂 食

回数との間の関係を調べた(Table 2)。個体数密度が低

下すると防衛域面積は拡大 し負の相関が認め られるが,

攻撃回数と摂食回数は減少 し正の相関が見 られた。摂食

回数の減少は,摂 食エネルギー量の低下を伴 うもの と考

えられる。しか し,同 時に攻撃回数 も減少 し,運 動エネ

ルギーとしての消費量 も低下するため,密 度変化に伴 う

エネルギー収支に大きな変化はない もの と思われる。少

なくとも,な わば り類似行動は密度に依存 した ものだと

推測 される。
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